
今年は、昭和４７年７月豪雨災害から４０年という節目の年にあたることから、「昭和４７年７月災害から４０年を迎えて」と題した
シンポジウムを開催し、県北３市のみならず広島市・福山市などから200名を超える方々が聴講されました。

広島大学大学院の河原教授からは、近年の豪雨災害の特徴や減災に向けたハード・ソフト両面からの対応の必要性について
講演がなされました。
江の川の河川整備や当時の体験談などを通じて、この地域における今後の災害対応のあり方を考えていただく良い機会となり
ました。

昭和４７年７月災害から４０年を迎えて 平成24年6月17日開催

開会挨拶（三次市長）

閉会挨拶（安芸高田市長）

河原教授（広島大学）による基調講演 47災害以降の河川整備について報告する松浦所長
（近年の豪雨災害と今後の減災対策）

当時、建設省三次工事事務所
の職員だった鷲田氏による 西田消防団長による

経験談の報告 47災害パネルに見入る来場者経験談の報告


